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「婦人科腫瘍に対するがん化学療法に伴う貧血に関する実態調査研究」 
 

１． 研究の対象 

大阪急性期・総合医療センター産科・婦人科に、2023 年 4 月 1 日～2023 年 9 月 30 日までの間に卵巣

癌、子宮体癌および子宮頸癌の診療のために外来および入院した患者さん 

２． 研究目的・方法 

［目的・方法］本邦における婦人科腫瘍のがん化学療法に伴う貧血に関する疫学情報は明らかにされて

いません。そこで、当センターにおける実態について電子カルテに登録されている診療データを用いて調

査します。 

［研究期間］研究実施許可から 2024 年 3 月 31 日 

［データ利用開始日］ 2023 年 4 月 1 日 

３． 研究に用いる試料・情報の種類 

［試料］ なし 

［情報］ 血清ヘモグロビン値、血清フェリチン値などの臨床検査値とそれらの変化量、卵巣癌・子

宮体癌・子宮頸癌に対する治療内容 等 

４． 外部への情報の提供 

外部の機関へ情報の提供は行いません。 

５． 研究組織 

研究代表機関 

大阪急性期・総合医療センター  産科・婦人科 竹村 昌彦 

共同研究機関 

大阪大学医学部附属病院 産科・婦人科 木瀨 康人 

６． プライバシーの保護について 

本研究で取り扱う患者さんの情報は個人情報をすべて削除し、第三者にはどなたのものか一切 

わからない形で使用します。患者さんの情報と個人情報を連結させることはありません。 

 

７． データの二次利用について 

今回の研究結果をもとに多機関共同研究に発展する場合、本研究で得られたデータ（試料・情報）を利用

する可能性があります。その場合も、前項「６．プライバシー保護について」と同様の対応をいたします。ま

た、改めてその研究計画を倫理委員会において審査し、承認を受けた上で利用します。 

８． お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。ご希望があれば、他の

研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧

することが出来ますのでお申出下さい。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただ

けない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不

利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先 
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大阪市住吉区万代東 3-1-56 

大阪急性期・総合医療センター 産科・婦人科 

担当者：産科・婦人科 八木 太郎 
電話 06-6692-1201 


